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　文化センター各ホールの貸し切り
利用を予約する際は、申し込み先着順

ではなく、３カ月ごとに開催する「利用者日程調整会議」で受け
付けします。
■日時…8 月29日㊍ 8:30 ～（時間厳守）
■会場…一関文化センター小ホール
■対象年月…平成 26 年 3、4、5 月分　　　
　会場の空き日は8月8日㊍以降、館内および文化センターホー
ムページに掲示します。申し込みする人は「会場予約申込書」を
8月25日㊐までに文化センターに提出してください。事前に申
込書の提出がない場合は、すでに提出した人の日程調整後に申
し込みを受け付けることになりますので注意してください。

　 　
■演目…❶「新版歌祭文　野崎
村」久松を慕う田舎娘お光と町
娘お染の対照的な描出や若者
たちの恋の行方を案じる父親
の情愛などが細やかに描かれ
た世話物の名作❷「江島生島」
江戸時代に実際に起こった大
奥の中臈・江島と人気歌舞伎
役者・生島新五郎の心中事件
を扱った作品
■出演…坂東三津五郎、尾上菊之助　他
■開催日時…11月2日㊏　13:30開場　14:00開演
■会場…一関文化センター大ホール
■入場料 …全席指定　S席6,500円 /A 席5,500円 /B席2,500円
　　　　　 （当日各 500円増）
■発売日…窓口発売7 月25日㊍ 9:00 ～（電話予約 9:30 ～）
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問一関文化センター☎㉑ 2121
ホームページhttp://ichi-bun.com

●Entertainment

●一関図書館☎ ㉑ 2147

●花泉図書館☎ � 4939

●大東図書館☎ � 3541

●千厩図書館☎ � 1122

●東山図書館☎ ㊼ 2243

●室根図書館☎ � 3820

●川崎図書館☎ ㊸ 4123

●藤沢図書館☎ � 5088

オススメEvents

名誉館長講座を開催します
　一関図書館では、ことばの力を育み、読書の魅力を深めるため「エッ

セー・随筆の書き方上達講座」を開催します。基本的な書き方のアド

バイスを受け、参加者同士で楽しく合評しながら、世界に一つだけの

随筆を完成させましょう。

　申し込み、問い合わせは一関図書館まで。

◇日時・内容…❶ 8月25日㊐13:30 ～ 15:30・講義❷ 9月8日㊐
13:30 ～16:30・自作発表、合評、上達の極意

◇場所…一関図書館２階会議室

◇講師…一関図書館名誉館長　及川和男

◇定員…10人

◇申込期限…8月7日㊌

　オススメBook&CD 図 書 館
だ よ り

月は花泉図書館

●市立図書館ホームページ（休館日などの情報はこちらで）  http://www.library.city.ichinoseki.iwate.jp/top.html

氷河時代の花泉はどのような様子

だったのか？　長い年月を経て、

次々に明らかになる当時の暮らし。

ハナイズミモリウシ（野牛）の動物

化石など、絵本形式で分かりやす

く紹介されています。

太古の花泉
ハナイズミモリウシ研究会　編集

図書館からのお知らせ

一関市立図書館全館
一部サービス休止のお知らせ
　図書館システム更新のため、平成 25 年 8月中旬から8
月末にかけて、市立図書館全館の資料の貸し出しや予約
ができなくなります。館内での閲覧および複写は可能で
す。詳しい期間は後日広報誌などでお知らせします。

花泉図書館　臨時休館のお知らせ
　花泉図書館は新館開館準備のため、5月31日から休館
しています。休館中の本の返却は、8月31日までは現花泉
図書館のブックポストへ、9月1日以降は他館へ返却してく
ださい。花泉図書館以外への返却は通常通りです。開館
は 9月14日を予定しています。

問一関市博物館　☎㉙ 3180
〒021-0101一関市厳美町字沖野々 215番地1
ホームページhttp://www.museum.city.ichinoseki.iwate.jp
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　地球を半周して長崎に入港するオランダ船が描かれて

います。オランダ船は小舟にえい航されて湾内に導かれ

ながら号砲を発し、その先には日本と世界を結ぶ唯一の

窓口だった出島が見えます。

　江戸幕府は、寛永18（1641）年にオランダとの通商を

長崎の出島だけで行うと定め、鎖国政策を完成させまし

た。以来 200 年以上にわたって出島から漆器や陶磁器

などがヨーロッパに渡り、日本には最新の情報や好奇

心かき立てる西洋の文物が入ってきました。「長崎港図」

は、こうした東西文化の接点を象徴する貴重な1枚です。

　絵を描いた川
かわはら

原慶
けい

賀
が

は、オランダ船で来日したドイツ

人医師シーボルトから精密な絵画技法を学びました。慶

賀が描いた風景、人物や風俗などは、シーボルトを通し

て日本文化をヨーロッパに伝える重要な役割を果たしま

した。「長崎港図」は7月13日から9月1日まで開催する

「異国の香り－江戸の好奇心－」で展示します。
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　展示品紹介 　イベント情報

文化センター利用者
日程調整会議のお知らせ

※申し込み・お問い合わせは一関博物館まで
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一関文化センター自主事業
ALSOK ㈱管財特別協賛　松竹大歌舞伎2

テーマ展「異国の香り―江戸の好奇心―」
■日時…7月13日㊏～ 9月1日㊐
■会場…一関市博物館
■内容…鎖国の時代に、人々が好奇をもって触れた異国の香り漂う品々
を紹介します　※7月13日は入館無料
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展示解説会 ■日時…7月13日㊏13:30 ～ 14:10

和算講座（一般編）
■日時…7月20日㊏13 時 30 分～ 15時
■会場…一関市博物館
■定員・参加料…36人・300 円（資料代）

絵にみる昔の農業

■日時…7月21日㊐10:00 ～ 12:00
■会場…一関市博物館
■内容…農書の絵などをもとに、昔の農作　
　　　業の方法について学びます
■定員・参加料…小学生以上 20人・無料

古文書講座入門編
■日時…7月21日㊐13:30 ～ 15:00
■会場…一関博物館
■定員・参加料…36人・300 円（資料代）

はくぶつかんこどもくらぶ
❶江戸時代のうつし絵をつくろう

■日時…8月2日㊎、3日㊏10:00 ～ 12:00、
　　　   13:00 ～ 15:00 の間随時（約1時間）
■会場…一関博物館　※申し込み不要
■定員・参加料…いずれも50人・50 円（材料費）

大人の調べ学習
―路傍の石碑

■日時…8月4日㊐10:00 ～ 15:30
■会場…赤萩字外山（現地調査）
■定員・参加料…20人・300 円（資料代）

館長講座
❶骨寺研究の過去・現在・未来

■日時…8月11日㊐13:30 ～ 15:00
■会場…一関博物館
■定員・参加料…一般 50人・無料

日本刀鑑賞基礎講座 ふるさと夏の音楽会

　日本刀に触れ、鑑賞するために必要な基
礎事項を学びます。
■日時…7月7日、8月4日、9月1日、10月6日、11
月3日、26年1月末　いずれも㊐13:30～16:00
■場所…一関文化センター3階研修室
■参加費…一般3,000円（資料代） ※会員無料
問舞草刀研究会（佐藤）☎・℻㉘2370

　一関にゆかりのある演奏者が、ふるさと
に美しいハーモニーを響かせます。入場は
無料です。
■日時…８月 11 日㊐ 14:00 開演
■場所…川崎公民館
■出演者…伊東絵美、岩渕慶子他
問伊東☎ 050・3562・1735

奨励事業への申請団体募集 第６回軽とらフェスタを開催 黒沢智子バレエスタジオ一関教室
第7回発表会開催

　市内で活動する教育・音楽振興、郷土史、

文学、美術、などの活動を行う文化団体に奨

励金を交付し、地域文化の振興を図る事業

です。

問 NPO法人一関文化会議所（一関文化セン
ター内・㊊～㊎）☎㉜4333

　農産物や加工品を販売する軽とら市や
分譲地の見学など多彩な催しが行われま
す。
■日時…８月10日㊏18時～11日㊐16時
■場所…あたごセンターグラウンド（東山）
■出店者募集…出店無料　7月31日㊌までに
問軽とらフェスタ実行委員会 （鈴木）☎㊼2265

　4 年ぶりに発表会を開催します。幼児～高
校生の19人が練習に励んでいます。
■日時…7月21日㊐13:30 開場　14:00 開演
■場所…一関文化センター大ホール
■演目…コッペリア、白鳥の湖ほか
■入場料…1,500 円
問一関教室母の会（菅原）☎ 090・6781・5919

旧花泉町商工会青年部の創立30

周年を記念した写真集。町内で撮

影した四季の花や県内各地域の商

工会がオススメする花木のスポット

が満載です。風景をヒントに場所を

探してみては？

花の大地
花泉町商工会青年部　編集・発行

「岩手県の人は、なぜ、いろいろな

もちをたくさん食べるのだろうか」

という文で始まるこの本。花泉地

域の情報も多く、親子で「もち文化」

に触れることができます。

どうしてもちを
たくさん食べるの

農山漁村文化協会　発行


